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第

英
獨
に

於
け
る

發
生
爐
を
使
用
す
る

低
温
タ

ー

ル

囘
收
工

業
の

現
況

工

學

博
士

　
栗

　
原

鑑

　

司

　
發
生
爐
の

操
作
に

於
て

副
産
物
を
囘
牧
す
る

事
は
「

八

七

九
年
モ

ン

ド

氏
（

同

≧
亀

鼠
隣

ン
自

書
畠
）

に

噛

り
所
謂
モ

ン

ド

式
發
生
爐
が

發
明
せ

ら
れ

た
る

に

起

因
す
る

も
の

な
り
此
の

裝
置
は

世
間
に

巳

に

能
く
知
ら
れ

た
る

如
く

動
力
及
燃
料
用
瓦

斯
の

製
造
と

同
時
に

石
炭
中
の

窒

素
の
一

部
を

テ
ム

モ

ニ

ァ

に

變
じ

之
を

硫
酸
ア

ム

モ

ニ

ア

と
し
て

囘

收
す
る

に

あ
る

者
に

し
て

此
の

工

業
は

我
國
に

於
て

も
一

時
可

な
り
盛
大
と

な
り

筑
豐
旧

川
炭
坑

、

三

池

炭
坑

、

鐵
道

省
矢

ロ

發

電
所

，

滿
洲
撫
順
炭
礦

等
に

於
て

大
規
模
の

作
業
を

行
ひ

つ

X

あ
り
し

も

近
年
電
化
法
に

よ
る

塞
中
窒

素
の

固
定
訟

に

ょ

り

廉
價
な
る

硫
安
製
造
法
の

發
達
及
硫
安
價
格
の

降
下

等
は

此
副
産
工

業
を
危
地

に

陷
れ
る

に

至

れ

る

な
り

此
傾
向
は

單
に

本
邦
に

於

て

の

み

な
ら
す

歐
米
昏
國
に

於
て

も
叉

然
り

と

ず

　
モ

ン

ド

發
生
爐
に

於
て

は
副
産
物
と
し

て

ア

ム

モ

ニ

ア

の

外
タ

ー

ル

を
生
す
る

も
其
品
質
粗
悪
に

し
て

利
用
の

途
極
め

て

少

な
く
時
と
し
て

此
の

タ
ー

ル

は

本
工

業
に

於
て

厄
介

醗
せ

ら
る

」

事
あ

る

位
な

り

ぎ

然
る

に

過
去
の

歐
洲
大
戦
亂
中

獨
英
に

於
て

は

液
皚
燃
料
の

缺
乏
を
來
し

其
補
給
策
と

し
て

石
炭
の

低
温
乾
鋼
及
發
生
爐
に

よ

る

低
温
タ

ー

ル

の

囘
牧
等、
の

研
究
行
は
れ

戰
後
に

於
て

も
叉

其
研
究
は

續
行

せ

ら
れ

其
結
果
發
生
爐
方
面
に

於
て

は
英
國
に

於
て

は
パ

ワ

ー

ガ

ス
、

コ

ー

ボ

レ

ー

シ
．

ン

愈
杜
（
℃
。

毛

電

O
蕊
O
。

亳
。

蕁
飢
。一
吋

）

に

リ

ム

氏
及
ラ

ン

プ
ッ

シ
箭

氏
（
・

r

冒

冒
蠻

皀
訂

客

国．

男
≡】
き例
並
じ

あ
つ

て

墨
術
的
及

工

業
的
に

其
の

研
究
の

歩
を
進
め

今
日

大
に

覗
る

可

き
結
果
を
牧

め

叉

獨
逸
に

於

て

は

ド

イ
ッ

ツ
ェ

・

モ

ン

ド

會
祀
（

ご

昆
富

島
。

と
9
廷

O
塁
一
「

三

書
臼

壱
蕁^
倒
二・

霹
。

コ

O・
）

に

於
て

は

ト

レ

ン

ク

ラ

ー

氏
（

目
H°
　
一

四゜
　

目
り
O
口
”
一

〇
鬯

）

あ
つ

て

工

業
的
に

共
研

究
の

歩
を

進
め

之
れ

叉

頗
る

良
好
な

る

成
績
を

擧
げ
っ

玉

あ
り

　

殊
に

パ

ゾ

ー

ガ

ス
・
コ

亅

ボ

レ

ー

シ

ン
．

會
瓧
に

於
け
る
ラ

ン

プ
ヅ

シ

訊

氏
が

鋭
意

學
術

的
及
工

業
的
に

其
研
究
に

從
事
し

共
結
果
在

來・
の

モ

ン

ド

式
等
に

於

け
る

瓦

斯
の

發
生
に

於
て

ア

ム

モ

ニ

ア

の

副
産

量
を
増
加
す

る

爲
め

に

蒸
汽
を
多

量
に

使
用
す
る

事
が

誤
れ

る

考
の

下

に

樹
立

せ
ら
れ

た
る

理

な
る

を
發
見

し
同

氏
は

新
し

き

發
生
爐
の

構
造
を

考
案
し
叉

新
し

き
原
理

の

下
に

之
を
操
業
し

て

在
來
の

方
陵

に

比

し

て

約
牛
量
の

蒸
汽
を
使
用
し

て

殆
ん
ど
從
前
と

同

量
位
の

ア

ム

モ

ニ

ァ

の

副
産
を
得
る

も
の

た
る

事
を
實
驗
的
に

證
明
し

此
原
理

の

下
に

己

に

昨
年

蘇
格

繭
土
の

一

製
紙
愈
瓧
に

低
温

發
生

爐
（

→

騫
。

目・
3
く

円
§】
も
畦
暮
弓
o

頃

3
曾
8
り

）

の

名
の

下

に

之
が

建
設

を
見
る

に

至
れ
り

既
の

式
が

即
ち
今
日
パ

ワ

ー

ガ

ス

・
コ

ー

ポ

レ

ー

シ
．

ン

會
肚
が

改
良
新
式
發
生
爐
と

　
　

　
　
論
説
及

報
丈

　
英
獨
に

書
ろ

發
生

爐
な

使
用

す
ろ

低
膃
タ

ー

ル

囘
收
工

業
の

現
況

　
工

學
博
土

栗

原
鑑
司

　

　

　

六

六

五
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月 七 年 四 十 正 大

　
　
　
　

諭
設
及
報
文

　
　

英
獨
に

於
け

ろ

發
生

爐
畆

使
削

す
ろ

低

淵
タ

ー

ル

囘
收
工

業
「

現
況

　
　
工

學

博
士

　

栗

原
鑑

司

　
　

　
　

　
　
　

六

六

六

し
て

推
獎
す
る

も

の

な
り

　

同
秕
が

此
新
式
發
生

爐
に

甥
し

て

主
張
す

る

最
も

大
な
る

利
釜
は

左
の

六

項

な
り

と

す

　
　

第
「
、

逶
入

蒸
汽
量
は

在
來
の

モ

ン

ド

發
生
爐
の

約
牛
量
に

過
ぎ
す

　
　

第
二
、

ア

ム

モ

昌

ア

の

副
産
景
は

殆
ん

ど

在
來
と

異
な

ら
す

　
　

第
三

、

瓦

斯
の

品
質

著
し
く
良
好
と

な

る

　
　

纂
四
，

良
質
の

夕

ー

ル

を
多
量．
に

囘

牧

す
ろ

事
を
得

　
　

第
五
、

發
生

爐
の

容

量
著
し

く
増
大
す

　
　

第
六

、

操
業
從
來
の

爐
よ

け

頗
る

容

易
な
り

　

同
紅
が
此
新
式
改

良
發
生
爐
を
考
案
す

る

に

至
り

た

る

維
路
に

就
て

は

余
が

同
泣

丈
配
人

た
る

リ

ム

氏
と

數
囘
の

會
見
に

於
て

同
氏

の

ロ

よ

り

厘
々

漏
れ

聞
き

た
る

處
に

し
て

其
概
略
は

同

就
の

生
命
と

す

る

モ

ン

ド

發
生

爐
が

近
年
の

電
化
法

に

よ

る

硫
安
製
造
の

發
淫
及
硫
安
價
格
の

降
下

の

爲
め

頗
る

悲
境
に

陷
リ
モ

ン

ド

發
生

爐
の

最
も
不

利
と

す
る

蒸

汽
の

使
用

量
の

多
最
な
る

猷
點
を
除
か

ん

と

ず

る

研

究
に

し

て

專
心

之
に

當
り

終
に

其
の

成
巧

を

見
同
就
工

場

ス

ト
ッ

ク

ト

ン
・
ホ

ン
・
チ

ー

ス

市
に

於
て

其
試
畭

爐
を
建
設
し

頗
る

良
好

な
る

結
果
を

舉
げ
得
た
る

な

り

此
の

研

究
の

結
果
は
「

般
發
生

鱸
の

作

業
に

於
て

頗
る

價
憤
あ
る

も
の

な
れ

ば
其
概
略
に

就
て

蓮
べ

ん

と

ず

　
元

來
如

何
な
る

石
炭
も
多
少
の

窒
素
を
含
有
す
る

事
は

明

ら

か

な
る

處
な

る

も

之
が

如
河
な
る

形

態
と

し
存
在
す

る

か
は

未
だ

明
ら
か

な
ら
ず

然
乳

ど
も

其
［

部
は

輝
發
性
窒
素
と

し
て

存
在

し
此
種
類
の

も
の

は

石

炭
そ

單
に

川

熱
す

る

の

み

に

て

圭
と

し

て

ア

ム

モ

昌
ア

と

し
て

放
出
せ

ら
る

」

な
り
。

他
の
｝

部
は

所
謂
画
定
窒

素
と

し

て

石
炭
申
に

存
在
し
此
者
は

畑

熟
の

み
に

て

放
出
せ

し
む
る

事
困
難
に

し
て

叉
〜

部
放
出
せ

ら
る
 

事
あ
る

も
ア

ム

モ

ニ

ァ

を
生

成
せ

す

大
部
分
は

蒸
汽
叉

は

水

素
の

氣
中

に

於
て

高
熱
せ

ら

れ
て

初
め

て

ア

4

モ

ニ

ア

と

し

て

放
出
せ

ら
る

」

者
と

せ

ら

る

此

原

理

が

即
ち

普
通
の

石
炭
乾

餾
工

業
に
於
て

石
炭
中
の

窒
素
の

僅
に
一

五

ー
一

六

％

位
が

硫
安
と
し

て

囘
牧
せ

ら

る

」

に

過
ぎ
ざ
る

者
が

モ

ン

ド

式
に

於
て

は

約
其
六

〇
％

が

硫
安
と

し

て

囘

牧
せ

ら
る

玉

所
以
な
リ

　
モ

ン

ド

發
生
爐
に

於
て

蒸
汽
の

添
加
重
と

ア

ム

モ

ニ

ア

の

副
塵
量
と
の

關
係
に

就
て

は

ボ

ー

ン

氏
及
ウ

ィ

ー

ラ

ー

氏

（

竇
u

ぎ
笋
ρ

自

’

く

ぎ
。一
霤・
丶

、｝
謹
馬

ミ・

勾

§

ら

の

§
、

昏
。・

勘

貯

貧

日

OO

¶
）

が

モ

ン

ド

發
生
爐
に

於
て

得
た
る

左
表
の

如
き

結
果
を
發
表
せ

リ
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空
氣

飽

和

押

度

（
搆

氏
）

　
六

〇

　
六

五

　
七

〇

　
七

五

　
八

〇

1蘿舘1難
　

固

定
炭
素
】

封

度
に

封
す
る

　

熟
汽
量

　〔
封．
度
）

　
し

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　コ

添
加

量

　

　

　

　
　

分

懈

量

○・
七

七

　

　

　

　

〇
・
六

七

二

〇
・

九

四

　

　

　

　

〇
・
七

五

二

一
・
三

七

　

　

　

　

〇・
八

四

〇

一
・．

八

八

　

　

　

　

〇
・
九

七

七

二
・
六

四

　

　

　

　

　

丁
〇

五

六

伽蒸
黒

汽
o ／
ご 分

八

七
・
凹

八

〇・
〇

六

丁
四

五

二
・
〇

四

〇。
O

石

炭．
甲

の

窒

素
量

　

（
％
）

丁
三

九

丁
三

九

一
・
三

九

一
・
三

九

一
・
三

九

安 り石

量 の 炭
　 生

一

饑響

三

九・
〇

四

四
’
七

五
一
・
四

六

五
・

二

五

七

丁
八

石
炭

巾

の

窒

素

囘
收

率

　

（

％
）

二

六
・
五

三

〇・
四

三

五
・
〇

四

四
。
〇

四

九・
○

　

即
ち
此
研

究
の

結
果
に

よ

る

時
は
モ

ン

ド

發
生

燼
に

於
て

ア

ム

モ

昌

ア

の

副
産
は

瓦

斯
中
の

水
素
量
換
言
す
れ

ば
發
生

爐
中

に

於
て

分
解
を
受
け
た
る

蒸

汽
の

量

に

比

例
す
る

を
見
ゐ

可
し
然
れ

ど

も

此
實
驗
に

於

て

は

蒸

汽
が

炭
素
物
質
に

封
し
て

作
川

す

る

時
間
等
に

關
し
て

は

何
等
の

關

係
な
き
が

如
く
殆
ん

ど
其
時

聞
の

變
化
が

ア

ム

モ

ニ

ア

の

副
産
に

及
ぼ

す

結
果
に

就
て

考
慮
せ

ら
糺

ざ
る

も
ラ

ン

ノ
ッ

シ
ュ

氏
は

其

影
響
の

頗
る

大
な
る

事
る

思
ひ

此
事
項
に

關
し

研
究
を
行
ひ

た
る

に

左
表
の

如

き

結
果

を
得
た
る

事
を
報
告
せ

り

發
生

爐
種

類

モ

　

ン

　

ド

低
淵

發
生

爐

低
淵

發
生

爐

七 七 八
五 八 五 覊

量 の 筑

る冰 斯
¢ 素 t｛t

0 一 六
の　　J　　　
風 五 〇

固

定

炭

素
一

封

度

に

對
7

る

蒸
汽
B
巫
（

封

度
）

分

解

量

　

　

添

加

量

四
・

二

四

　

　

　
丁
二

七

二
。
五

五

　

　

　】
・
五

八

一
・

七

五

　

　

　

丁
五

八

蒸
汽

分

彬
量

　

（

％
）

三

〇
・
〇

六一
∵

〇

九

〇・
O

蒸
汽

作

用

恥

削

（

秒
｝

（

概
數
〕

　

丁
四

乳

三
・
五

〇

五

以

上

石

炭
甲

の

窒

素

量

　

　
（

％
）

丁
四

〇

丁
四

五

7
四

五

石

炭
「

噸

よ
り

の

生

成
硫

安

量

（

封．
度
v

九

〇・
〇

九

五
・
〇

九

〇・
O

攀窒 石

　素炭

鍛

六

丁
五

六

〇
・
〇

五

七
・
五

　

即
ち
此
結

果
よ
り

見
る

時
は

發
生
爐
に

於
け
る

ア

ム

モ

ニ

ア

の

副
産
割
台

は

蒸
汽
の

添
加
量
に

比

例
す

る

も
の

に

あ
ら

す
し

て

共
蒸
汽
が

炭

素
物
體
に

接

觸
す
る

時
閤
即
ち

綏
徐
な
る

瓦

斯
化
が

必
要
に

し
て

而
か
も

其
生
成
瓦

斯
の

急
激
冷

却
が

最
も

必

要
な

る

事
は

同，
凪

に

於

け
る

實
驗
の

結
果
よ

り
明
か

な

る

筋
な
り

　

即
ち
此
實
驗
は

ラ

ン

プ
ッ

シ

ュ
氏
が
パ

フ

ー

ガ

ス

・

コ

ー

ボ

レ

ー

シ
．

ン

會
耽
ス

ト

ク

ト

ン

・

オ

ン

・
チ

ー

ス

の

工

場
に

於

て

小
型
の

試
驗
用
發
生

爐
に

就
て

實

驗
し
た
る

結
果
に

し

て

充
分
に

信

頼
す

可
音．
者
た
る

事
疑
を
入

れ

す
即
ち
此

試
験

結
果
に

よ

る

時

は

在

來
モ

ン

ド

發
生

艫
に

使
用
し
た

る

蒸
汽
量
に

よ

る

時

　

　

　

　

論

説
及
報

文

　

　
英
獨
に

於
け
る

發
生
爐

を

使

用
す

ろ

低

灘
タ

ー

ル

囘
收
工

業
い

現
況

　

　
工

學

博
士

　
栗

原

鑑

司

　

　

　

　

　
　

六

六

七
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論
説
及

報
文

　

　
英
覇

に

於
け
る

發
生

爐

な

使
用
す
ろ

低
湘
タ

ー

ル

囘
收
工

業
の

現
況

　

　
工

學

博
士

　
蘂

原
鑑
司

　

　

　

　

　

　

　
六

六

八

は

在

來
モ

ン

ド

發
生

爐
に

使
用
し

た
る

蒸

汽
量
の

約
牛
量
位
に

て

ア

ム

モ

ニ

ア

の

副
産

量
の

減
少
す

る

こ

と
な
く
作
彙
を
行
ひ

得
る

事
と
な
り

此
結
果
は

工

業
經
濟
的
見
地
よ

り

實
に

重
大
な
る

意
味

を
有
す
る

も
の

な
リ

　
ラ

ン

ブ
リ

シ
ュ

氏
の

此

實
驗
は

在
來
の

發
生

爐
に

比

し

發
生
爐
炭
暦
を
厚
く

し
以
て

蒸
汽
と

炭
素
物
體
と

の

接
觸
時
間
を
長
く
し
且
つ

發
生
瓦

斯
を
上

部
炭

雁
の

低
温
部
に

導
き

之
を

急

激
に

冷
却
し
て

ア

ム

モ

ニ

ア

の

分
解
を
避
け
し

む
る

に

あ
る

も
の

に

し
て

斯
く
の

如
き
方
法
を
採
る

結
果
と

し
て

炭
暦
上

暦
に

於
て

は

所

謂
低
淵
乾
餾
が

行
は

れ
多

量
の

低
温
タ

ー

ル

を
生

す
る

と
同
時
に

又

瓦

斯
の

晶
質
薯
し
く

向
上

す
る

事
と

な
る

な
り

　
此

發
生
爐
に

於

け

る

低
温
タ

ー

ル

の

生
成
量
は

勿
論
用
ふ

る

石
炭
の

性

質
に

ょ

る

も
の

な

る

も
一

般
に

石

炭
中
の

酸
素
含
有
量
大
な
る

時
は

タ

ー

ル

中
の

フ
呂
ノ

ー

ル

含
有
量
大
に

し
て

且
つ

タ

ー

ル

の

副

産
量
も
亦
大
な

り

　

普
通
の

發
生

爐
に

於
て

は

發
生
瓦

斯
が

發
生

櫨
を

去
る

時
に

有
す
る

温
度
は

可

な
り

高
く
攝
氏
五
〇
〇
度
以

上

を
有
す

而
し

て

發
生

爐
還
元

暦
に

於

け
る

温
度
は

頗
る

大
に

し
て

炭
贋
上

暦
に

於
て

も
可
な

り

高
温
を
有
す
る

な
り
然
る

に

石

炭
の

分
解
ぱ

普
通

三

〇
〇

度
位
に

於
て

始
ま
り

分
解
生
成

物
と

し
て

タ

ー

ル

及
瓦

斯
を
生
成
し
共
分
解
作
用

は
五

〇
〇
度
位
に

於
て

最
も
猛

烈
に

し
て

從
て

タ

ー

ル

の

生
成
も

此
の

前
后
に

於

て

最
も
盛
な
り

然
る

に

普
遖
の

發
生

爐
に

於
て

は

炭

居
上
部
に

於
て

さ
へ

も
其
温
度
甚
だ

高
く
爲
め
に

石

炭
の

第
一

分
解
生
成

物
た

る

タ

ー

ル

は

第
二

次
第
三

次

の

分
解
を

受
け
多
量
の

瓦

斯

を

發
生

し
後
に

遊
離

炭
素
を
多
量
に

含
有
す
る

濃
厚
な

る

タ

ー

ル

を
生
す
る

者
に

し
て

之
れ

が

普
通
の

發
生

爐
タ

ー

ル

の

頗
る

濃
厚
に

し

て

且
つ

品
質
劣
悪
な

る

所
以

な

り

　

然
る

に

ラ

ン

ブ
ッ

シ
ュ

氏
の

新
式

發
生
爐
に

於
て

は

炭

暦
を
厚
く
し
た
る

爲
め

に

石
炭
上

暦
の

濃

度
低
く
且
つ

發
生
爐
瓦

斯
の

有
す
る

顯
熟
に

て

内
部
加
熱

的
に

低
温
乾
餾

を
受
く
る

形
式
と

な
り

第
一

次

分
解
生

成
物

た
る

タ

ー

ル

の

分
解
を
避

け
從
て

良
質
の

且

つ

多
量
の

タ
ー

ル

を
副
産
す

る

も
の

な
リ

　

左
表
は

普
通
の

モ

ン

ド

發
生
爐、

セ

ミ
・

モ

ン

ド

發
生
爐
及
低
温
發
生
爐
の

三

種
よ

り
生

ぜ

ら

れ
た

る

タ

ー

ル

の

蒸

榴
試
驗
を
示

す

も
の

に

し
て

是
等
生

成
タ

ー

ル

の

品
質
の

差
異
を
明
示

す

る

も
の

た
る

な
り

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
蘇
絡

蘭
土

産
石

炭
（

揮
發
分
三

七

％
）
　

　

　

　

　

　

ヨ

ー

ク
ン

ヤ

イ

ヤ

ー

炭
（

揮

發
分
三

四

％）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
へ
　
　

ご
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ゑ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
モ

ン

ー3

發漕
生

　

　

　

　

辱

具

驗・
至

　

　

　

　

　

　

　

セ

ミ
・

モ

ン

　

　

　

　

　

低

温
發
生

　

　

　

　

　

　

實幌
踟

白

至

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
鱸
タ

ー

ル

　

　

　

タ

ー

ル

　

　

　

　

ド

タ

ー

ル

　

　

　

爐
タ

ー

ル

　

　

　

　
タ

ー

ル

　
　
　
　

タ

ー

ル

中
の

水

分

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

八

％

　

　

　

　

　

　

　

ー
　

　

　

　

　

　

　
　

三

三

％

　

　

　

　

　

　

五

〇

％

　
　
　
　

⊃

七

。

蓬

　

　

　
゜°
七
”

　

五
゜

三

五

％

　

　
丁
五
”

　

　
一

6
”

　

二

人
％
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ル ータ水無

　一

七

〇

ー
二

三

〇

度

〜

二

三

〇

ー
二

七

〇

度

二

七

〇

ー
三

〇
〇
度

三

〇

〇

ー
三

五

〇

度

三

五

〇

度
以

上

殘

渣
及
損

失

タ

ー

ル

産

出
量

三 七 六 四 七 六 三

六 〇 一 一
二 九 三

7J ” 〃 ” ” ” ％

　

二

三
ゆ

○

％

　
一
五
・
O
〃

｝

西
五

五

〃

七 こ二

1・・1 −
〃 〃

七
・
八

％

＝
7
六

〃

七・
○
〃

＝
二

・
七

〃

一

七・
三

〃

三

七・
五

〃

　
七
・
六

〃

九 四 ニ
ー 九 〇 〇

五 二 八 七 六 5 五

〃 〃 〃 〃 〃 〃 ％

三
ぐ
七

”

　
七・
四
〃

｝

・
・

四
〃

三

二。
五
〃

一

〇・
○
〃

　
此
の

結
果
に

依
れ
ば
ラ

ン

プ
ッ

シ
晶
氏
の

研

突
の

結
果
發
生

爐
作

業
に

於
て

副
産
物
を
多
く
得
ん

と

す
る

場
合
即
ち
タ

ー

ル

の

見
地
よ

叺

之
を

考
ふ

れ
ば
低

涯
に

於
て

瓦

斯

發
生

を
行
ぴ

叉

ア

ム

モ

ニ

ア

の

見
地

よ

り

す
る

時
は

蒸
汽
と

淡

暦
と

の

接
觸
時
間
を

長
く
す
る

必

要
あ
る

も
の

に

し

て

即
ち

パ

ワ

ー

ガ

ス
・

ゴ

ー

ボ

レ

ー

シ
．

ン

會
瓧
の

主

張
す

る

低
温
發
生

爐
は

此

目

的
に

好
逋
す

る

も
の

た
る

な
り
此
爐
の

他
の

利
釜
と

す

る

處
は

普
通
の

發
生

爐
に

於
て

は

瓦
斯

が

發
生
爐
を

去
る

に

當
り

其
の

温
度
可

な
り

高
く

共
の

爲
め

に
「

ニ

ー
一

五

％

の

熱
最
は

瓦

斯
の

顯
熱
と

し
て

稍
損
失
す
る

點
に

し
て

モ

ン

ド

發
生
爐
に

於

て

は

共
損
失
量
」

六

1・
二

〇
％
に

逹
す
る

事
あ
り

然
る

に

低

温
發
生
爐
に

於
て

は

瓦

斯
出
口

の

湿

度
は

低
く
從
つ

て

瓦

斯
の

顯
熱
の

利
用
率
頗
る

大
な
る

も

の

な
り

、

此
の

事
實
は

即

ち

發
生
爐
瓦

斯
の

製
造
に

必
要
な
る

熱
源
た
る

炭
素
物

質
の

燃
燒
割
介
を
減
す
る

事
と
な
り

從
て

瓦

斯
中
燃
燒
生
成

物
の

量
少
な

く
瓦
斯
の

晶

質
向
上

の
「

原
因
と
な
る

も
の

な
り
瓦

斯
品
質
向
上
の

他
の

主
要
な
る

原
因
は

勿
論
此

發
生

爐
の

上
部
に

於
て

炭
暦
厚
き
爲
め

に

低
温
乾
餾
行

は
れ

發
生
爐
瓦

斯
中
に

低
温
瓦
斯
を

混
じ
來
り

其
發
熱
量
は

普
通
發
生

爐
瓦

斯
の

＝
二

五

ー
一

四
五
BTU

に

比

し

＝
ハ

OI

一

八
五
BTU

に

向
上
せ

ら

る

ム

も
の

な
り

　
叉
此

の

低
温
發
生

爐
の

他
の

利
盆
は

發
生
瓦
斯
の

品
質
が

均
「

な
る

事
に

し

て

裝

淡
の

際
に

良
質
瓦

斯
を
生

じ
時
を
經
る

に

從
ひ

共
晶
質
の

下

降
す

る

が

如
き

事
な
く
叉

此
爐
が

オ

ヴ
ァ

ー
・

ロ

ー

ド

に

堪
へ

得
る

事
に

於
て琳
造
に

普
通
の

發
生

爐
に

優
れ
り
　

　

　

　

　
　
　

　

　
−

　

現
今
歐
洲
に

於
て

使
用
せ

ら
る
」

低
温
タ

ー

ル

囘

牧
發
生
爐
の

形
式
に

は

二

あ
り

第
一

は

獨

逸
に

於
て

用
い

ら
る

玉

所
謂
ド

イ
ッ

ツ
晶

モ

ン

ド

式
の

如
く
發

生

爐
上

部
に

懸
垂
レ

ト

ル

ト

を

設
備
し

共
中
に

囘
轉
シ

ャ

フ

ト

あ
り

て

之
に

攪
拌
捧
を

附
着
し

此
レ

ト

ル

ト

中
に

薪
し
き
石

炭
を
裝
入

し

共
下

部
發
生
爐
中

に

落
下
し

た
る

コ

7
ラ

イ

ト

よ

り
發
生
せ

ら
る

 

發
生
爐
瓦
斯
の

「

部
（

大
約
三

〇

ー
三
五

％
）

を
上

部
レ

ト

ル

ト

内
に

吸

引
し
て

其
顯
熟
に

ょ

り
石
炭
を

低

温
乾
餾
し

其
の

低
温
瓦

斯
は
發
生
爐
瓦

斯
と

混

合
し
之
を

冷
却

裝
置
に

導
き
以

て

タ

ー

ル

を
凝
縮
分
離
せ

し
む
る

な
り

而
し

て

發
生

爐
瓦
斯
の

殘
部
（

六

　
　
　
　
論

凱
及
報
文

　

　
英

獨
に

於
け

る

發
生

爐
奄

使
用

す
ろ

低
濃
タ

ー

ル

囘
收
工

業
の

現

況

　

　
工

學

愽
±

　
渠

原
錐
司

　

　
　
　
　

　

　
六

六

九
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論

説
及
轍

丈
　
　
英

獨
に

於
げ

る

發
生

爐
を
使

屑

す
ろ

低
滑
タ

ー

ル

囘
牧
工

業
の

現
況
　
　

工

學
隠
士

　

栗

原
鑑
司

　
　
　

　
　
　

　
六

七

〇

五
ー

七
〇
％
）

ば
發
生
爐
側
部
の

出
ロ

よ

り

外
部
に

導

出
し
タ

ー

ル

を
除
去
囘

牧
せ

る

低
温
瓦

斯
と

混
合
し
た
る

後
此

瓦

斯
よ

リ

ア

ム

モ

ニ

ア

を

囘

牧
し

後

之
を
燃
料
動
力
用
と

し

て

使

用
す

る

な
り

　

第
二

は

英
國
に

於
て

行
は

る

ム

式
に

し
て

パ

ワ

ー

ガ

ス

・

コ

ー

ポ

レ

ー

シ

．

ン

禽

祗
が

主

張
す

る

所
謂
デ

ィ

ー

プ
・
フ

昌
ー

ヱ

ル
・

ベ
ッ

ド

發
生

爐
に

し

て

此
式

は

名
の

如

く
炭
暦
を

厚
く
し

下

部
發
生

爐
に

於
て

發
生

せ

ら
れ

た
る

瓦

斯
の

全
部
を
上

部
炭
雇
を
通
ぜ
し
め

共
顯

熟
を
利
用
し

て

低
温
乾
餾
を
行
ひ

以

て

タ

ー

ル

の

増
牧

を
企
て

且
つ

比
較
的
少
量
の

蒸

汽
を
使
用
し

て

多
量
の

ア

ム

モ

ニ

ァ

の

刪
癨
を

得
ん

と

す
る

に

あ
り

而
し
て

此
の

デ
ィ

ー

プ
．

フ
ユ
ー

エ

ル
。

ベ

ツ

ド

式．
に

も
亦
二

種
あ
る

な
り

即
ち

　
（

一
）

セ

ミ

モ

ン

ド

式
發
生

爐

　
　

（

二
）

低
温
發
生
爐

の

如
し
左
に

其
の

各
に

就
て

略
述
せ

ん

第
一

、

英
國
に

於
け

る

低
温

發
生

爐

　
（

「
）

セ

ミ

モ

ン

ド

發
生
爐

　

此

式
は

勿
論
在

來
の

發
生

爐
を
改
造
し
た
る

も
の

に

し

て

其
改
造
の

程
度
は

在
來
の

發
生
爐
の

上

部
に

低
温
乾
餾
筒
を
附
着
せ

し

め

た
る

に

過

ぎ
す
容

量

二

五

噸
の

發
生

爐
に

對
し
附
鼈
せ

し

む

べ

き

乾
餾
筒
の

大
さ

は

徑
約
七
畷
高
さ
約
五

呎
位
の

も
の

な
り

と

す
而
し

て

此

式
は

ド

イ
”、
ッ
呂

モ

ン

ド

と

は

異
な
り

下

部
發
生
爐
に

て

發
生
し
た
る

瓦

斯
の

全
部
を
乾
鰡
筒
内
に

吸
引
し
て

其
顯
熱
に

て

低
温

乾
鰡
を
行
ふ

も
の

に

し
て

パ

ワ

ー

ガ

ス

・

コ

ー

ポ

レ

ー

シ
．

ン

會
瓧

が

發

表
し
た
る

成
績
は

左

表
の

如
し
．

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

二

五
・

二

噸
　

　

　

　

　
　

　

蒸
汽
使

用

量
（

石山
灰
一

封
度
に

封
し

）

　

　
　

　

　

　

　

　

一
∴一冖
三

封

度

發
生

燃、
亭

均

荷
重
（

乾

燥
炭
）

石
炭

發
黙
最
h

ネ
ッ

ト

軟

燥
炭
）

　
　

大
さ

　
ー｝
2
吋
以

上

　
　
　
　

　
　
　
　
　コ
　

　

る
　

　
　
　
　

　
マ
一
2
　

11

一
弖

臣

　
　
　
　

　
亅一
4i18

吋

　
　
　
　

　

ユ
8
吋

以

下

筑

斯
發
生

量

（

ぎ

田

P
）

最
小

　
同

ブ

ラ

ス

ト

柵
度
（

撮
氏
）

　
　
一
一

、

五

七

七

8TU

　
　

　

　
　
　
　
五

五

％

　
　

　

　
　
　
　
二

七

”

　
　

　

　
　
　
　
一

〇
〃

　
　

　

　
　
　
　

　
八

〃

二

九

七
、
OOO

立

方
呎・
時

　
　

　

　

四

四
、

一

〇

〇

　
　

　

　
　
　
　
八
一

度

瓦
斯
涌

度
（

癖
氏
）

虱

斯
分

析

炭
酸．
瓦

斯

　
一

鹸
化

炭
素

　
水

素

　
メ

タ

ン

　
窒

素

　

發
熟
鴛
（

ネ
ッ

ト
・
NTP

）

三

五

〇
度

　

　

一
二
。
二
財

刈

　

　

一
二
・
七
〃

　

　

二

七
・
八
〃

　

　

　
三
・
八
ヴ

　

　

四

〇
・
五

〃

】
六

〇・
三

BTU

N 工工
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號 四 十 三 第

武

斯
發
生

量
（

石

炭
一

噸
當
り

）

熟
効
率

灰
中
の

炭
素

分

タ

ー

ル

産
出
量
（

石

炭
一

噸
當
り

）

＝一
二

、

四

〇
〇

立

方

呎

　
　
　
　
　

七

六

％

　
　
　
　
一
五
・
六

％

　
　
　
　一
九

ガ

ロ

ン

硫
安
（

石

炭
一

噸
當
り

）

石

炭
中

の

窒

素

ア

ム

モ

昌

ア

囘
收

率

九
九

封

度

　一
・

五

％

六

〇・
七

％

　

而
し

て

セ

ミ

モ

ン

ド

發
生
爐
の

普
通
の

モ

ン

ド

發
生

爐
に

比

し

て

優
れ
た
る

點
を
列
擧
す
れ
ば
左
の

如
し

　
　
一

、

發
生
爐
の

容

量
著
し

く
増
加

す
る

事

　
一

般

普
通
發
生

爐
に

於
て

瓦

斯
化

燃
燒
等
は

爐
壁
に

滑
ふ

部

分
に

於
て

進
行
し

從
て

此

部
分
に

於
て

局
部
過
熱
を

起
し

ク

リ

ン

カ

ー

等
は
此

の

部

分
に

於

て

特
に

多
量
に

生
じ

以

て

作
業
に
不
規

律
を
起
す

機
會
大
な
り

し
も
新
式
爐
に

於
て

は

炭
暦
厚

く
且
つ

は
瓦

斯
の

取
り

出
し
ロ

が

中

央
に

位
す
る

爲
め

に

燃

燒
瓦

斯
化
共
に
「

様
に

正

則
に

行
は

れ

從
て

局
部
過
熟
の

不
利
な
く
發
生
爐
の

容

量
著
し

く
坿
大
す
る

結
果
と

な
る

も
の

な
り

　
　
二

，

操
作
甼

滑
に

行
は

る

エ

事

　
前
に

於
て

遞
べ

た
る

が

如
く
燃
燒
瓦

斯
化
正

則
に

行
は

れ

局
部
過
熱
の

恐

な
く

從
て

ク

リ

ン

カ

ー

等
の

生
成
少
な
く
操
作
極
め

て

亭

滑
に

行
は

る

　
　
三

、

瓦

斯
の

發
熱
量、
著
し
く
良
好
と
な
る

事

　

發
生

爐
に

於
け
る

炭

暦
厚
く
な
り

陀
る

結
果
と

し
て

炭

暦
上

部
に

於
て

石

炭
の

低
温

乾
餾
行
は

れ

以

て

發
生
瓦
斯
の
ロ

鵬

質
著
し

く
向
上

し
一

六
〇
BTU

位
と

な
る

な
り

　
　
四

、

蒸
汽
の

使
用

量
は

殆
ん

ど

牛
減
す
る

も
ア

ム

モ

ニ
ァ

の

副
産
量
に

は

影
響
な
き

事

　

此
理
は

ラ

ン

プ
ッ

シ
昂

氏
の

研
究
結
果
に

て

明

ら

か
な
り

〔

前
述
）

　
　

五
、

タ

ー

ル

の

囘
牧
量
普
通
の

發
生

爐
に

比

し
て

三

〇

1
四
〇
％
塘
加
し
其
品
質
も
亦
良
好
と

な
ろ

事

　

此
理
は

發
生
爐
炭

暦
上

部
に

於
て

低
濃
乾
餾
行
は
れ
タ
ー

ル

の

産
出
量
増
大
す

る

と
同
時
に

叉

温
度
低
き

爲
め
に

タ
ー

ル

の

分
解
率
少

な
く
從
て

其
品
質

も
良
好
と

な
る

な

り

　
　

六
、

次
巾・
の

炭
素
分
少
な
き

事

　

普
通
の

發
生

爐
友
巾
に

は

三
〇
％

位
の

炭
素
を

含
有
す
る

も
新
式
爐
に

於
て

は

卒
均
｝

五

％
に

減
す
新
式
發
生
爐
に

於
て

は

燃
燒
瓦
斯
化
共
に

正

則
に

行

は
れ

從
て

局
部
過
熱
な

く
ク

リ

ン

カ

ー

等
の

生
成
少
な

く
、

從
つ

て

ボ

ー

キ
ン

グ

等
の

途
行
少
な
け
れ

ば

共
結
果
と

し
て

次
中
の

炭

素
分
少

な
き

は
理
の

當

　
　
　
　

論

説
及
報
文

　

　
英

獨
に

於

け

ろ

發
生
驢

か

使

用

す

ろ

低

温
タ

ー

ル

囘
收
工

業

の

現
況

　

　
工

學
博

士

　

栗

原
鑑

司

　

　

　

　

　

　

　
六

七
一
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論

説
分
報

交

　

　
英

獨
に

於
け

ろ

發
宝

耀
か

使
用
す
る

低
淵
ダ

「

ル

囘
收
工

業
の

現

泥

　

　
工

果

博
士

　
栗

原
錐

司

　

　

　

　

　

　

六

七

二

然
な

り
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　、

　
　

七
、

發
生

爐
の

熱
效

率
を

壇
加
し
得
る

事

　
新
式
發
生
爐
に

於
て

は

瓦

斯
取
出
ロ

の

瓦
斯
淵
度
低
く
即
ち
熱
の

利
用
率
大
に

し

て

熟
效

率
を

約
「

○
％
増
加
し

得

　
余
は

倫
敦
滞
在
中

同
市
近
郊
シ

ェ

ル

ム

ス

。

フ

ォ

！

ド
（

O
ぎ
ぎ
議

司
自
e
ホ

フ

マ

ン

會
瓧
（

＝

亀
h

三

聾
＝

蓄

茸
ロ

夢
。
叶

尸

巳一
晦

09

）

に

使
用
せ

ら
る
」

セ
、
こ

モ

ン

ド

發
生
爐
を
見
學
し
だ
る

が

該
工

塲
に

於
て

は
二

五

噸
容
量
の

リ

ム

發
生

爐
四

薹
あ
つ

て

此
上

部
に

低
淵
乾
餾
筒
を
附

着
し
以

て

瓦

斯
の

發
生

を
行
ひ

つ

つ

あ

り

た
り

典
の

成
績
「

般
を
衷
示
す

れ

ば

左
の

如
し

使

用

石

炭

　

揮

發
　
分

　

灰

　
　
　
分

　

窒

　
　

素

　

粘

　
結

　
性

翼

斯
生

産
凪

果
石

炭

噸
當
り
）

　
　
　
　

　
一

六

％

　
　
　
　

四

旨

五

〃

　
　

丁
三
−−
一
。
四
〃

　
　
　
　

非

粘

結
性

一
二

〇
、

OOO

立

方

肌

天

斯
發
熟
量

蒸
汽

使
用

最
（

石

炭
一
封
度
に

對
し
）

硫

安
收
得

量
（

石

炭
一

噸
に

對
し

）

タ

ー

ル

收

得

量
（

陸帽
重
一
・
一
）

發
生
瓦

斯
出

口

淵

度

　

　
　
　
　

＝
ハ

五

BTU

　

　
　
　
　
　

　
　一
封

度

　

　
　
　
　
　

　
六

五

封

度

七

％
（

一
〇

％
水

分
な

含

有
す
）

　

　
　
　
　
　

　
三

六

〇

度

　

此

會
就
に

於
て

は

發
生
瓦
斯
は
瓦

斯

機
關
に

使
用
し

タ

ー

ル

は

加

熱
脱
水
し

て

オ

イ

ル

・

バ

ー

ナ

ー

を

使

用
し

て

悔

71
罐
加

熱
に

使
用
し

っ

瓦

あ
り

た
り

　

　
（

二
）

低

温
發
生
爐

　

低
濃
發
生
爐
は
パ

ワ

ー

ガ

ス

・

コ

ヘ
ボ

レ

ー

シ
．

ン

愈
瓧

が

主
任
技
師

ラ

ン

プ
ッ

シ
晶

氏
の

研
究
の

結
果
ス

ト
ッ

ク

ト

ン

・
オ

ン
・
チ

」
ス

の

工

場
に

徑
約
五

呎

を
有
す

る

試
験
發
生
爐
を

築
造
し
た
る

に

其
の

成

績
良
妊
に

し
て

極
め

て

滿
足
す
可
き

數

量
を
得
た
れ
ば

昨

年
ズ

コ

ツ

ト

ラ

ン

ド
、

ボ

ル

ト

ン

村

の
一

製
紙
會

瓧
に

同

式
を
建
造
す

る

事
に

決
せ

り

余
は

建

設
中
の

該
工

場
を

覗
察
し
た
る

が

未
だ

其
操
業
成
績
を
手
に

せ

ざ
れ

ば

左
に

ラ

ン

プ
ッ

シ
高

氏
が
ス

ト
ッ

ク

ト

ン

に

於
け
る

試

驗
爐
を
使
用
し
て

得
た
る

成
績
を
述
べ

て

參
考
と

せ

ん

と

す

　

勿
論
此
試
駒
爐
は

ラ

ン

ブ
ツ

シ

（

氏
の

研
究
の

結
果
其
高
さ
を
著
し
く
増
加
し
石

炭

暦
を
厚
く
し
た
る

も
の

に

し

て

處
理

容

最
約
「

日

五

噸

程
度
の

も
の

な

り　

　
　

試
驗
結

果

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　〜
　

瓦
斯
出

口

渦

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

〇

〇
度
以

下

　
一

日
（

二

四

時

間
）

石

炭
處
理

量

　

　

　

　

　

五
。
二

五

噸
（

个

方

呎

當
u

二

六

封
度
）

　

　

天

斯
分

析

　

ブ

ラ

ス

ト

温

度
（

搬
氏
）

　

　

　

　

　

　

　

七

五

∴
冖
度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　剛
灰

酵…
瓦
斯引
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

∴…

％
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一

酸
化
炭
業

水

素

メ

タ

ン

窒

素
發
熟
量
（

ネ
ッ

ト
）

蒸

汽

使

用

量
（

石

淡
一

封
度
に

對
し
）

使
用

石

隈
分

析

　

灰
分

　

揮
發

分

炭
素

　

水
素

　
酸

素

　
窒

素

發
勲
量
〔

ネ
ッ

ト
）

一
＝
・
0
％

二

〇・
五

〃

　
四
・
九
〃

四

三
・
五

〃

　
冖

七

八

BTU

O・
九

四

封
度

　
　
八
・
一

％

　

三

六
・
二
〃

七

三
・
六

〃

　

五
・

三

〃

　一

四・
O
〃

　一
・
五

六
”

一
二

、

二

〇
〇
BTU

　

　
膨
脹

度

灰
分

分
析

　

　
硅

酸

　

　
酸

化
鐵

　

　
ア

ル

ミ

ナ

　

　
石

灰

　

　
マ

グ

ネ
シ

ヤ

　

　
硫

酸

（

強

ρ
）

（

冨
も‘°
）

3
♂

9
）

（

O
乙
）

9
封
o
）

（

ζ。

P
）

滅

斯

發
生

量
（

噸

當
り

）

タ

ー

ル

生

産
且

黒
∩

廟軌
堂円
り

）

ア

ム

モ

耳

ア
山

出

産
量
ハ

噸

常
り

）

、
瓦

斯
化

効
率
（

タ

ー

ル

な

含
む
）

同

　
　
　
（

タ

ー

ル

か

含

ま

ず
）

四

六

％

　
　

　

　

三

一
・
七

％

　
　

　

　

ご

九
・

四
〃

　
　

　

　

二

四
・
七
〃

　
　

　

　
　

五
・
八

〃

　
　

　

　
　

　

　
痕
跡

　
　

　

　
　

七・
四
〃

＝
一
〇・
OOQ

立

方
叭

　
　

　

　
二

〇
ガ

ロ

ン

　

九

〇
封判
度
∩

五
亠
ハ

財
／ 0
）

　
　

　

　

九

丁
五

％

　
　

　

　

七

八
・
四

％

今
同

氏
に

よ

り
な
さ

れ
た
る

普
通
モ

ン

ド

發
生
爐
セ

ミ

モ

ン

ド

及
低

温
發
生

爐
の

三
者
の

成
績
を
比

較
せ

ら
れ
た
る

も
の

を
示

せ

ば

左
表
の

如
し

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
モ

ン

ド

發
生
櫨阻
　

　

　

　

　

セ

ミ

モ

ン

ド

發
生
帽皿
　

　

　

　

　

　

　

　

低
掴

帆

發山
土

爐

汽

斯

窒 メ 水 酸 炭 分

　
　

　
　

發
熟

量
ハ

ネ
ッ

ト

NTr

）

瓦

斯
火

孀

濕
度（
攝
氏

理

論

數
）

瓦

斯
生

産

量

ア

ム

モ

ニ

ア

生

産
暈
需習
噸
溺

嵒

り
）

　
　

論

説
及
報

丈 析酸

　
武

　
斯
　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　一

六。
○

％

化

炭

素

　

　

　

　

　

　

＝
・
○
〃

　

　
　

　

素
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

五
・
○
〃

　

タ

　

　
ン

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ニ
・
七

〃

　

　
　

　

素

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

四

五
。

三

〃

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一
三

五
。
九

B．
田

U

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一

、

五

八

八

石
炭
一

噸

當
リ

）

　

　
　
　
　
　

　

　
一
三

三
亀

五

〇

〇

立

方
呎

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

九

〇

封
度

　

　
　

英

獨
に

於

け

る

發
生
爐

な

使
用

す
る

低
温
タ

ー

ル

囘
收
工

業
の

現
況

　

　
　

＝
・
0
％

　

　
　一
七・
五

〃

　

　

二
一
・
五

〃

　

　
　

三・
三

〃

　

　

四

六
・
七

〃

　

　一
五

三・
七

BTU

　

　一
、

六

九

七

一
三

三
、

○

00

立

方

吸

　

　
　

　
九

五

封

度

工

學

博
士

　
栗

原
鑑

司

　

　
　

八
・

三

％

　

　

二

〇
・
五
〃

　

　

二

〇
・
五
〃

　

　
　

五
・
五

〃

　

　

四

四
。
九
〃

　

　】

八

二
・
三

BTU

　

　一
、

七

七
五

一
一
八、
QOO

立

方
呎

　

　
　

　
九

Q
封
度

　

六

七

三
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論
説

及
報
文

　
　

英
獨

に

於
け

る

發
生

爐
な

使
用

す
ろ

低

濕
タ

ー

ル

囘
牧
工

業
の

現
況

　
　
工

學
博
士

　
栗

原
錨

司

　

　

　

　

　
　

六

七

四

　
　
タ

ー

ル

生
産
量…
（

噸刃
當
り

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
〇
ガ

ロ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　】
八・
託

ガ

ロ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

一
ガ

ロ

ン

　
次
表
に

掲
げ
た
る

計
算
は
發
生

爐
自
身
の

熱
效
率
を
擧
ぐ

る

の

み
な
ら
す
此
發
生
爐
装
置
全

體
の

效

率
を
表
は

す

も
の

な
り

而
し
て

裝
置
全

體
の

效
率
と

は

發
生
爐
自
身
に

必
要
な
る

蒸
汽
を

發
生

す

る

に

必
要
な
る

燃
料
を
も
考
慮
に

取

り

た
る

も
の

な
り

發
生

爐
裝
置
全

體
の

效

峯
を
計
算
す

る

に

當
つ

で

二

様

の

計
算
法
を
探
れ
り
即
ち
第
「

は

蒸

汽
の

作
製
に

は

全

部
石

炭
を
使
用
し

た
る

場
合
と

第
二

は

石

炭
の

一

部
叉

は

全
部

を
副
産
タ

ー

ル

を
以

て

代
用
し
た
る

場
合
と
に

し
て

勿
論
低
漂
發
生

爐
の

場
合
に

於
て

の

み

全
部
の

石

炭
を
副
産
タ

ー

ル

に

て

代
用
し

得
る

も
の

な
る

も

タ

ー

ル

は

燃
料
と

し
て

よ

り

も
寧
ろ

他

に

有
利
な
る

利
用
法
の

存
す
る

事
を
考
へ

ざ

る

可
ら
ざ
る

は

當
然
の

事
な
り

　
　
　
　
　

熟

　
効

　
率

第
】

、

五

斯
發
生

爐
効

攀

　
　
　一
副

産
タ

ー

ル

を
含

ま

ず

　
　
　
副

産
タ

ー

ル

を
含

む

第
二

、

瓦

斯
發
生

効

率
（

蒸

汽

發
止

な

含
む
）

　
　
　
副
寺

雁
タ

ー

ル

畆

燃

燒
ぜ

ず
〔

A
）

　
　
　
副
史

匹

タ

ー

ル

九冗
帙加
漉
加

了

　
（

お
）

モ

ン

ド

發
生

蟹

六

八

％

七

四
〃

五
三

孟
％

五

六
・
七

〃

セ

ミ

モ

ン

ド

發
生

爐

　

七

六

％

八

七
・
二

〃

六

四・
四

％

七

二・
八
〃

低
淵

發
生

爐

　

八

〇

％

九

二
。
三

〃

六

九・
五
倒

海

八

〇・
○
”

　
低
温
發
生
爐
に

於
て

生
ぜ
ら
る

上

タ

ー

ル

の

主

成

分
は

パ

ラ

フ

ィ

ン

族
炭
化
水

素
に

し
て

常
に

タ

ー

ル

酸
三

〇
％

以

上

を
含
有
し
モ

ー

タ

ー
・

ス

ピ

リ
ッ

ト

の

部

分
少
な
く
一

七

〇
度
以
下
に

於

て

溜
出
す
る

溜
出
油
は

僅
に

二

％
に

過
ぎ
す
叉

ラ

ン

プ
ッ

シ
轟

氏
は

低
淵
發
生

爐
よ

り

發
生

丁

る

瓦

斯
を
重

油
に

て

摩
洗

し
て

揮
發
油
の

囘
牧
を
企
て

た
る

も

石

炭
一

噸
よ

り

僅
に
「

ガ

ロ

ン

の

揮
發
油
を
囘
牧
し
得
る

に

過
ぎ
す
し
て

同

氏
は

斯
く
の

如
き

方
法

の

經
濟
的

稼
行
の

困
難
な
る

を
読
き

居
れ
り

　
又

低
温
發
生

爐
の

瓦
斯
は
共
品
質
に

於
て

優
良
な
る

の

み

な
ら
す
發
生
爐
を
出
す
る

瓦

斯
中
の

蒸

汽
含
有
量
極
め
て

少

な

く
「

立

方
米
の

瓦

斯
中
に

僅
に

八

〇
瓦

を

含
有
す
る

に

過
ぎ
す

（

普
通
モ
ン

ド

瓦

斯
中

に

は

四

〇
〇
i
五

〇
〇
瓦

を
含
有
す
）

之
を
以

て

瓦

斯
の

冷
却
極
め

て

容
易
に

し
て

之
に

加
ふ

る

に

瓦

斯
中
に

ダ
ス

ト

を
含
有
す
る

事
少
な
く
其
操
業
容
易
な
り

　
余
の

視
察
し
た
る

蘇
格
薗
ボ

ル

ト

ン

製
紙
魯
瓧
（

閑．
。

ぎ
＝

訟

§
冨・
三
b
・

葺
旨
冠

勹

茜
霞
フ

嘗
一

覗

）

に

建
設
中
の

も
の

は
一

日

二

五

噸
容

量
の

低
温
發
生

爐
二

基
に

し
て
北ハ
の

配
置
略
圖
と

發
生

爐
の

大
さ

を
示

せ

ぱ

第
「

圖
の

如

し
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第一
圖

　

第
二

、

獨

逸
に

於

け
る

低

温
發
生

爐
霤

　

獨
逸
に

於
け
る

發
生
爐
よ
り

低
温
タ

ー

ル

を
囘
牧
す
る

工

業
は
已
に

歐

洲
大
戰
中
に

於
て

液
體
燃

料
自
給
の

見
地

よ

り

獨
逸
製
鐵
地

方

に

於
て

多
數

に

存
在

す

る

發
生
爐
を
使
用
し

て

低
温
タ

ー

ル

を
副
産

し

て

以
て

此
問
題
を
解
決
せ

ん
と
し
た
る

も
の

に

し
て

共
方
式
は
種
々

あ

る

も

現
今

最
も
廣

く
行
は

れ
且
つ

最
も

好
成
績
を
擧
げ
つ

エ

あ
る

も
の

は・
ド

イ
ッ

ツ
ヱ

モ

ン

ド

氏
（

∪

き
8
ぎ
ン
目

。
ド

廷

Ω
費
亞・

戸冖・

它
。

び

目
崗
。

曾
霹
。

Ω゚
）

な
り
と

す

本
式
は

英
國
に

於

て

使
用

せ

ら
る
」

セ
、、、
モ

ン

ド

式
と

共
原

理
に

於
て

殆
ん

ど
同

様
に

し
て

普
通
の

發
生

爐
上

部
に

低
濃
乾
餾
筒
を
懸
垂
し
以

て

低

溢
タ

ー

ル

の

囘
牧
を
行
ふ

と

同
時
に

硫
安
を

囘
牧
す
る

も
の

に

し

て

只

英
國
セ

ミ

モ

ン

ド

式
と

異
な
る

は

獨
逸
式

に

於
て

は

發
生
爐
瓦
斯
の
一

部

（

約
三

〇
％
）

を

乾
餾
筒
中
に

導
き

其
の

顯
熱
を

用
ひ

て

石
炭
の

低

温
乾
餾
を

行
ひ

共
の

瓦
斯
を
次
に

タ
ー

ル

排
除
機
に

導
き

タ
ー

ル

を

除
き

次

に

之
を

殘
部
の

發
生
爐

瓦
斯
（

約
七

〇
％
）

と

混
合
し

之
よ

リ
ア

ム

モ

昌

ア

を
囘

牧
し

後．
共
瓦
斯
を
燃
料
叉

は

動
力
用
と

し

て

使
用
す
る

も
の

な

り

　
　

　
　气

　

獨
逸
に

於
け
る

硫

安
の

生
産
は

戰
前
に

於
て

は

石
炭
乾
餾
副
産

物
と

し
て

得
ら
れ
た
る

も
の

が

共
主
要
な
る

も
の

な
り
し

が

歐

州
大
戰
中
室
中
窒

素
の

団

定
工

業
著
し

く
發
逹
し

爲
め

に
石
炭
乾
餾
の

ア

ム

モ

ニ

ア

副
産
工

業
は

著
し

く
縻
迫
を

受
く
る

に

至
り

從
て

叉

モ

ン

ド

瓦

斯
ア

ム

モ

ニ

ア

副
産
工

業
も

夊

著

し
く
打
撃
を
受
く
る

に
至
れ

り
然
る

に

戰
時
中
新
に

發
逹
し
た
る

低
温
タ
τ

ル

囘
牧
發
生
爐
は

此
危
地
に

陷
り

た
る
モ

ン

ド

發
生

爐
に
一

新
生

面
を
與
ふ

る

に

至
れ
り

　

普
通
の

モ

ン

ド

瓦
斯
に

於
て

は
瓦

斯
中
に

塵
埃
多

く
爲
め

に

操

業
中
瓦

斯
導
管
の

閉
塞
甚
だ
し

く
之
を
掃

除
す
る

に

甚
だ
手

數
を

要
し
叉

生
ぜ

ら
る

乂

タ

ー

ル

は

粘
稠
に

し

て

塵
埃
及
遊
離

炭
素
等
の

含
有
量
多
く
北ハ
利
用
の

逹
少
な
き

を

常
と

す
る

も
新
法
を
使
川
す
る

時
は

發
生

爐
瓦
斯
の

製
造
は

低
温
乾
餾
筒

に

於
て

生

ぜ

ら

れ
た
る
コ

ー

ラ

イ

ト

を
原
料
と

す
る

も
の

な
れ

ば

發
生
す
る

瓦

斯
は
非

常
に

清
淨
に

し

で

塵
挨
少
な
く
又

粘
稠
な
る

タ

ー

ル

の

混
在
少
な
く

爲
め

に

其
結

製
頗
る

容

易
な
り
と

す

又

低
濡
瓦
斯
の

方
は
此
中
に

含
ま
る

玉

タ

ー

ル

は

非
常
に

淡
薄
に

し
て

冷
却
に

よ

り
容
易
に

除
去
す
る

事
を
得
且
っ

共

質・
願

る

良
好
な
り

　
　
　
　

論

親
及
報
丈

　

　
英
蜀
に

於
げ
る

發
生

爐
な

使

用
す
る

低
源
タ

ー

ル

囘
收
工

業
の

現

況

　
　
工

學

博
士

　
栗

原
鱒

司

　

　

　
　

　
　
　
六

七
五
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論

説

及

報
丈
　

　
英
獨
に

於
け

る

發
生

煖
な

使
用

す

る

低

淞
タ

ー

ル

囘
收

工
業
の

現
況

　
　

工

學

博
士

　
栗

原
鑑
司
　

　

　
　

　

　

　
六

七

六

、
既

新
式
ド

イ
ッ

ツ
禺

モ

ン

ド

發
生
爐
低
温
乾
餾
筒
下
部
に

於
け
る

温
度
は

五

〇
〇
度
を

最
高
限
度
と

し

出
口

に

於

け
る

瓦

斯
温
度
は
最
低
冖

五

〇
度
と

し

乾

餾
時
間
約
ニ

ー
三

時、
間
と

す
る

時
は

最
も
良
好
の

結
果
を
得
る

如
く
此
部
分
に

於
け
る

温
度
高
上
す
る

時
は

低
涯
タ

ー

ル

は

過

度
の

分
解
を

受
け
タ

ー

ル

の

品
質
を
著

し
く
下
降
せ

し
む
而
し
て

良
質
低
温
タ

ー

ル

の

比

重

は

普
通
一
・

〇
ニ

ー
一
・

〇
七

位
に

し
て

色
は

褐
色
を
呈
す
る

も
の

な
り

　
獨
逸
に

於
て

は

普
通

發
生

爐
に

低
温
乾
餾
筒
を
懸
垂
し

た
る

も
の

の

外

第
二

圖
に

示

す
が

如
き

形
歌
の

發
生

爐
を
同
一

目
的
に

使
用

し
つ

」

あ
る

所
あ
り

此

式
に

於
て

は

發
生

爐
の

高
さ

を

高
く
し

共
上

部
の

細
き
部
分
を
低
温
乾
餾
部
と

し
此
部
分
は

瓦

斯
通
過

量
下
部
よ
り

少
な
け
れ

ば

稍
々

細
く
し
た
る

も
の

な
り
此
形

式
の

も

の

は

發
生

爐
の

構
造
は

簡
易
に

し
て

改
造
答
易
な
る

も
共

構
造
著
し
く
高
く

な
る

爲
め
に

バ

ン

ヵ

…
．

ポ
ッ

パ

ー

又．
7

ラ
Ψ

ト

ホ

ー

ム

等
の

改

造
を
要
す

る

場
所
著
し
く
多
く
薪
設
發
生

爐
に

は

遖

當
な
る

も
在

來
の

も
の

を
改

造
す

る

に

は

共
費
用

著
し

く
大
と
な
る

も
の

な
り

第圃

→

广
辷

、

£
 

嘱 既

ず
・

ユ

嚢
饗 漁

1｛

斷

ミ
ミ、

、＿席 》 ＃oワーMF
じ
点

　
ド

イ
ッ

ツ
ェ

モ

ン

ド

式
低
温
乾

餾
筒
に

は

攪
拌

機
及
攪
拌
棒
を

有
し
筒
の

下

部
は

全

部
鉞
板
に

て

閉
塞
せ

ら
れ

共
上

部
周
圍
に
コ

ー

ラ

イ

ト

の

落
下

口

を
有
す

　
ド

イ
ッ

ツ
ェ

モ

ン

ド

會
耽
に

於
て

此

式
に

關
し
唱
ふ

る

利
釜
を

擧
ぐ
れ

ば
左

の

如
し

　
　
一

，

燃
料
の

利
用

蛮
↓
八

な
り

　
　
二

、

ク

ー

ル

の

副
産
量
大
な
り

　
　
三

、

瓦
斯
の

精

製
容
易

な
り

　
　
四

、

冷
却
水
量
少

量
な
り

　
　
五

、

動
力
の

淌
費
少

な
O

（

精

製
等
に

要
す
る
）

　
　
六

、

勞
力
小
な
り

　
　
七

、

清
淨
に

操

業
し
得

　
　
八

、

瓦
斯
導
管
等
の

排
除
容
易
な
り

左
表
に

示

す

數
字
は

獨
逸
ル

ー

ル

地

方
テ

蕊、
セ

ン

愈

瓧
の

石
炭
を
使
用
し

　
　

第
一

は

其
石
炭
を
直
接
汽

罐
加
熱
に

使

用
し
蒸
汽
を

作
製
し
其
蒸
汽
を
蒸

汽
タ

ー

ビ

ン

に

使
用
し
發
電
し
た
る

場
合

　
　

第
二

は

共
石
炭
を
低

温
乾
餾
に

か

け
コ

ー

ラ

イ

ト

を

製
し

其
コ

ー

ラ

イ

ト

を

原

料

と

し

て

發
生

爐
瓦

斯
を
製
造
し
斯
く
し

て

生
ぜ

ら
れ

た
る

低
温
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號 四 十 三 第

　
　
瓦

斯

及
發
生
爐
瓦

斯
を

汽
罐
加
熟
に

用
ひ

蒸
汽
を
發
生
し
叉

副
産
タ

ー

ル

も
之

を
蒸
溜
し

て

動
力
坩

と
し

て

便
用
し

て

發
竃

し
た
る

場
合

　
　
　
第
三

は
石

炭
を
低
温
乾
餾
に

か

け
生
ぜ

ら
る

」

低
温
瓦
斯
と

其
際
副
産
す
る
コ

ー

ラ

イ

ト

よ

り

發

生
爐
瓦

斯
を
作
り

其
瓦

斯
を
共
に

瓦
斯

機
關

に

用

　
　
ひ

又

副
産
タ

ー

ル

は

蒸
溜
し

て

之
を
發
電
用
と

し
て

使
用
し
た
る

場
合

　
右
三
腫
の

異
な

る

場
合
に

於
け
る

發

電
能

力
を
比

較
し
た
る

場
合
を
示
す

も
の

な
り

　
（

一
）

石
炭
を

直
接
汽
罐
に

使
用

し

蒸

汽
を
發
生
し

之

を

蒸
汽
タ

ー

ビ

ン

に

使
用

し
た

る

場
合
の

發
電
量
は

（

石
淡
の

發

熟
量
は

七
．

○
○
○
カ
ロ

リ

ー．
と

す
）

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

一・
80

×

日

boo

　
日

枯゚
。

o

華

可

ご
7

尋

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

9
奮
O

に

し
て

此
の

場
合
他
に

副
産
物
全
く
な
し

　
（

二
）

低
温
瓦

斯
發
生

爐
瓦

斯
を
汽
罐
に

用

ひ

蒸
汽
を
發
し
生

之
を

蒸
汽
タ

ー

ビ
ン

に

用
ぴ

發
電
し

且

つ

副
産
〃

ー

ル

を
も

發
電
用
と

し

て

使
用
せ

し
場
合

の

發
電

量
は

左

の

如
し

　
　
　

　
　
　
　
　
9G

配
ui

寸

義

プ

廾

¢

賺
餅．
爵
禹
鷺
  σ

物
O
ρ
08

皆
ロ

唱

1

　
　
　

　
　
　
　

一

鏨
銑
財

※
猿
饐
漸

齢
　
　

　
　

　
　

　
一

b
軌

PO8

』
副

謙

轡

　
華

冒

罵

《

7

＝

卯

π

懸
韈

C
＾

瞽 撃 麟

齟 噛
隔 噸
　 　 豊
瀞 i套 謹

♪
Qこ

05

¢
OO

曽

典
  っ

 

ρ
OOO

9
 
OO

◎o

齢

O
　
華

ロ

く

噎

プ

ロ
的

こQO

　

　

蒔

刈

罰

　

　

≒

 
刈

　

　
鳶

： LI［ト

｝

り
O
¶

華
ロ

℃

そ

＝
顛

他
に

此
の

場

合
に

は

右
の

他
に

左
の

副
産
物
あ
り

二

〇
瓩

の

減
摩
油
及
パ

ラ

フ

ィ

ン

　

　
　

論

説
及

諏
丈
　

　
英

獨
に

於

け

る

發
生

爐
存

使

用

す
る

低
醍
タ

ー

ル

囘
收
工

業
の

現

况

　

　
工
學

博
士

　

栗

原
鑑

司

六

七

七
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論
説
及

報
丈

　

　
英

獨
に

於
け
る

發
生

爐

な

使
用
す
る

低
雛
タ

じ

ル

囘
敗
工

業
の

現
況

　

　
工

學

博
士

　
栗

原
鑑

司

　
三

五

瓩

の

ピ
ッ

チ

及
炭
粉

（

三
）

低
温
瓦

斯
及
發
生

爐
瓦

斯
を
瓦

斯
機
關
に

用
ひ

發

電
し
且
つ

副
産
タ

ー

ル

も
亦

發
電
用
と

ず

る

場
合

　
　

　

孃
騨
磊
激

導
　
P
課
σ

慝
疑
馨

×

ご
こ，

ε

憑

買

唱

1
　

U

唱Q
為

8魑
ε
G

尋
嘱
・

唱

ー

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

L
髏｝
ξ
8

　
目

旨
c

却

胃

導

重

三
顛

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

 

も

ぎ

　
　

　

簿
許
轄
孃

曇
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
c弔
O

　
≒

　
　

　

玲
餡
試鞘
卑

　
一

〇
ρ．
鹸
ぴ
泣
ρ

×

ご

耄
乙

塾

切

唱

ー

　
　

　

　
　
　
　

　

　
11

ご｛
δ
二

b
（

ご

尋

η

唱

ー

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

L・
ゆ

肆
き
o

　
目

睡
ぴ

却

可

y
ザ

覃

帰

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

G。噛
駕
O

　
　

　
。。
O

齦
醜
恵

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

……
w

謄 ｝旧

度
「

　
目

ヨ

華

灯

鳰

ち
烝

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
恥
GO

　
　

　

撃
齦
圖
苗

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

」
齷。

。

　
−

。

‡
二

…
無

六

七

八

月 七 年 四 十 正 大

　

　
　
　

奪
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
ど
Qこ

 

19

苧

冒

鳳

｛

7

黒

此
の

場
合
は

右

發
電
量
の

他
に

左
の

副
薤

物
を

得

　

二

〇
瓩

の

減
摩
油
及
パ

ラ

フ

ィ

ン

　

三
五

瓩

の

ピ
ッ

チ

及
炭
粉

　

本
計
算
に

於
て

ク

盲

ル

は

發
電
用
と

し
て

使
用
す
る

と
假
定
し
た
る

も
他
に

荷
有
利
な
る

用
塗
あ
る

は

論
を
俟
た

す

　

余
は

ボ

ー

ラ

ン

ド

に

於
て

ゲ

オ

ル

グ
・
フ

ォ

ン
・

グ

レ

シ
呂

ス

・
エ

ル

ベ

ン

（

O
。

。

彊
の

く°
O
δ
゜。
毎
3

固

鄭

舊
ご

因
暮
。

乱

貫

℃
亀
鉾
戸

恥
）

と
裕
す
る

亜

鉛
精
錬
工

場
に

於
て

獨
逸
モ

ン

ド

式
發
生
爐
を

見
墨’
せ

り
今
左
に

其
概
況

を

記
邇
せ

ん

N 工工
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號 四 十 r 第

同
工

場
に

は

六

基
の

發
生

癧
あ
り
其
容

量
は

各
二

五

噸
な
り

と
稱
し
居
れ

り

　
（

一
）

發
生

爐
は

廻
轉
式
グ

レ

ー

ト

に

て

徑
約
十
尺
位
の

も
の

な
り

　
（

二
）

低
温

乾
餾

筒
の

大
さ

は

徑
約
四
・

五
尺
高
さ

約
一

〇
尺
に

し

て

其
下

部
は

發
生

爐
中
に

懸
垂
せ

り

　
（

三
）

石
炭
の

裝
入
は

上
部
ホ

ッ

パ

ー

よ

り

手

働
に

て

行
ふ

而
し
て

覗
察
の

際
使
用
し
つ

玉

あ
り
し

石
炭
の

雫

均
成

分
は

左
の

如
し

石

炭
〔

シ

レ

シ

ヤ

炭
 

分

析

　
　

水
分

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
九

二

七

％

　
　

揮

發
分

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

九

二

八
〃

　
　

固
定
炭

素

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

マ

六

七

〃

而
し
て

石
炭
の

大
さ

は

四

分
の

一

乃
至
「

吋

位
の

も
の

な
り

（

四
）

發
生

爐
に

入
る

飽
和

蒸
汽
の

温
度
は

約
八

ニ

ー
八

三
度、

、
灰
分

硫

黄
分

窒

素

發
熟

量
（

グ

ロ

ス

）

九

こ

五

％

一
・
四

四
〃

一
・

＝一
〃

六
、

八

四

三

力

ロ

リ

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壓
力
は
四
ニ

ー
四

三

糎
な
り

　

而
し
て

裝
置
全

體
の

配
置
略
圖
は

第
三

圖
の

如
く

共
操
作
方
法
の

概
略
を
述
ぶ

れ

ば

左
の

如
し

　

σD
石

炭
は
上

部
ホ

ッ

パ

ー

よ

り

低
温
乾
餾
筒
中
に

裝
入
せ

ら
れ
攪
拌
機
に

よ
り

攪
拌
せ

ら
れ
て

粘
結
す
る

事
を

防
ぎ
筒
の

下

部
側
方
よ

り
蓮

績
的
に

發
生

爐
中
に

落
下

せ

し

め
ら
る

乾
餾
筒
下
部
に

於

け
る

温
度
は

約
五
〇
〇

慶
瓦

斯
出
ロ

の

温
度
は
「

五
〇
ー

二

〇
〇
度
に
し

て

石

炭
が

乾
餾
筒
を
通
過
す
る

に

約

二
・
五

ー
三

時

間
を
要
す
と

稱
し

居
れ
り
乾
餾
筒
を
通
渦

す
る

發
生
爐
瓦

斯
の

分
量
は
全
體
の

約
三

分
の
一

に

し
て

余
の

視
察
し

た

る

時
に

於
け
る

瓦

斯
出

ロ

浬
度
は

約
二
五

〇
度
位
な
り
き

低
濃
瓦

斯
は

筒
を

団
で

次
に

冷
却
器
に

入

る

　

偈
ク

ー

ラ

ー

の

購
造
は

單
な
る

室
氣

冷
却
裝
置
に

し

て

徑

約
二

尺
高
さ
約
＋
二

尺
に

し

て

此

部

分
に

て

瓦

斯
は

幾
分
冷
却
せ

ら

れ
タ

ー

ル

の
一

部
を
凝
縮

せ

ら
れ
次
に

フ
ァ

ン

に

入

る

　

 
フ

ァ

ン

に

は

高
所
に

あ
る

タ

ン

ク

よ

リ

ク

ー

ル

を
注

入
し
て

以

て

瓦

斯
を
タ

ー

ル

に

て

洗

滌
し
て

露
歌
タ
ー

ル

を

凝
縮
分
離
せ

し

む

る

役
を
な
す
而
し

て

瓦
斯
は

次

の

タ

ー

ル
・
セ

パ

レ

ー

タ

ー

に

入

る

　

 
タ

ー

ル
・
セ

パ

レ

ー

タ

ー

は
イ

ン

パ

ク

ト
・
コ

ン

デ

ン

セ

ー

シ
．

ン

の

理
に

よ

リ

タ

ー

ル

を
分
離
す
る

も
の

と

す

斯
く
の

如
く
し
て

タ
ー

ル

を

分
離
せ

ら

れ
た
る

低
温
瓦
斯
は

次
に

大
部
分
の

發
生

爐
瓦

斯
（

乾
餾
筒
を
通
ぜ

ざ
る
）

と

混
合
せ

ら
れ

次
に

ウ
か

ッ

シ
ャ

ー

に

入

る

　

低
瀝
部
に

於
て

瓦

斯
よ

り
分
離
せ

ら
る

義

タ

ー

ル

の

量
は

石

炭
に

劉
し
約
七

％
に

し
て

且ハ
李

均
成
分
は

左
の

如
し

　
　
　
　
論
説
及

報
丈

　

　
英

獨
に

於
け

る

發
生

爐
な
使

用

す
る

低
淵
タ

ー

ル

囘

收
工

業

の

現
況

　

　
工

學

薄
士

　

栗

原
鑑
司

　
　

　

　
　

　

　
六

七

九
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstltute 　of 　Energy

尸 七 年 四 十 正 大

　
　
　
論

読
及
報

丈

　
　
英
獨
に

於
け
る

發
生

爐
を

使
用
す
る

低

温
タ

ー

ル

囘

收
工

業
の

現
況

　

　
工

學

博
士

　
栗

原
幡
司

　

　

　

　

　

　
　
六

八

〇

　
タ

ー

ル

分
溜…
試［
驗

　
（

比

雷
一
・
〇

四
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

＝一
〇

ー
三

〇

〇
〃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

〇

1
ニ

ニ

％

　
二

〇

〇

度
迄

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

三

r
三
．
五

％

　

　
　
　

　
三

〇

〇

1
三

四

〇
〃

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

二

〇

ー
二

一

〃

　
二

〇

〇

1
二

三

〇
”

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
三

ー
一
四

〃

　

　

　

　

　

　

ピ

ッ

チ（
熔

融
勤…
七

五

度
 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

五

ー
三

七

〃

此

の

タ

ー

ル

の

外
觀
は

極
め
て

薄
く
色
は

褐
色
を
帶
べ

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
發
生

爐
に

吹
き
込
ま
る

」

プ

ラ

ス

ト

の

飽
和

度
は

前
述
の

如
く

八

二

ー
八
三

度
に

し

て

之
が

第固

過
熱
器
に

て

加
熱
せ

ら
れ

發
生

爐
に

入
り

瓦
斯
の

作
製
に

預
り

發
生

せ

ら

れ
た
る

瓦
斯
の

約
三

分

の
一

は

低

温
乾
餾
筒
中
に

入
り
其
顯
熱
に

て

低
温
乾

餾
を
行
ひ

殘
部
の

三

分
の

二

の

瓦

斯
は

發
生

爐
上

部
の

出
口

に

よ

り

豫
熱
器
に

入
る

豫
熟
器
は
徑

約
二

尺
五

寸
高
さ
皿

五

尺
位
の

直
管
に
し
て

共
内
部
に

細
き
直
立
細

管
あ
り

共
細

管
の

内
部
を
室
氣
が

流
通
し
内

外
二

管
の

作
る

間
隙
を
熱
瓦

斯
が

前
者
と

逆
の

方
向
に

流

れ

熱
の

交
換
行
は

れ
瓦

斯
は
冷
却
ぜ

ら

れ
プ

ラ

ス

ト

は

豫
熱
せ

ら
る

る

な
り
此

の

豫

熱
器
を
出
で

た
る

瓦

斯
は
次
に

ウ
ォ

ッ

シ
ャ

ー

に

入
る

　

 
ウ
ォ

ッ

シ
ャ

ー

の

構

造
は

普
通
モ

ン

ド

發
生
爐
に

使
用
せ

ら
る
玉

如

き
グ

ッ

シ
ャ

ー

付
き
の

横
臥

式
の

者
に

し
て

其
大
さ

は

鰤

x
鰤

×

こ。

O

尺
位
に

し
て

此
部
分
に

於
て

瓦

斯
は

洗

滌
せ

ら

れ
タ

ー

ル

を
除
か

れ

且
つ

九
〇
度
位
に

冷・
却

せ

ら
る

、

此

部
分
に

於
け
る

瓦

斯
の

媼
度
は

最
も
注
意
を
要

す
る

事
項
に

し
て

冷
却
し
過
ぎ
る

時
は

瓦

斯
中
の

ア

ム

モ

ニ

ア

が

凝
縮
し

損
失
を
來
し

之

に

反
し

て

冷
却
足
ら
ざ
る

時
は

瓦

斯
よ

り
ク

ー

ル

の

分
離
充

分
な
ら
す
し
て

副
産
硫

安
に

着
色
し

來
る

恐

あ

る

も
の

な
り

斯
く
の

如
く
し

て

瓦

斯
は

洗

滌
タ

ー

ル

を
除
か
れ
次
に

ア

ム

モ

ニ

ァ

洗
滌
裝
置
に

入

る

　

 
發
生

爐
瓦
斯
が
ア

ム

モ

ニ

ァ

洗

滌
裝
置
に

入
る

前
に

低
温
瓦

斯
が

此

部
分
に

於
て

混
合
せ

ら

ろ
．

ア

ム

モ

昌

ア

洗
滌
裝
置
の

構
造
は

ウ
ォ

ッ

シ
ャ

ー

と

全

く
同
「

に

し

て

只
内
面
鉛

張
せ

ら

る

此

部

分
に

於
て

瓦
斯
は
ダ

ッ

シ
ャ

ー

の

爲
め

に

依
り

て

飛
撤
せ

ら
る
玉

稀

薄
硫
酸
溶
液
の

爲
め
に

洗
滌
せ

ら
れ

ア

ム

モ

昂

ア

は

硫．
酸
ア

ム

モ

ニ

ア

と

し

て

洗
滌
液

中
に

捕
牧
せ

ら
る

斯
く
し

て

洗
滌
液
は

セ
ッ

ト

リ

ン

グ
・
タ
ン

ク

に

入
り

此
處
に

タ

ー

ル

分
を
沈

降
せ

し
め
後

普
通
の

如
く
減
厭
蒸
發
裝
置
に

て

蒸
發
し

て

硫
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號 四 十 三 第

酸
ア

ム

モ

昌

ア

を
結
晶
せ

し
め

液
は
叉

洗
滌
液
と

し
て

再
用
す

　

左
表
の

數
字

は

同

所
に

於
て

製
造
せ

ら
る
」

硫
安
の

蕨

分
を
示

す

考
な
り

　

　
水
　

　

　

　

分

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
・
二

七
砺

淌

　

　

　

　

　

　
ア

ム

モ

ニ

ア

　

　
（

署

鴬“
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

三
・

三

九

％

　

　
不

溶

解

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

○
・
〇
一
〃

　

　

　

窒

　

　

素

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

九
・
二

六

〃

　

　世
逝

　

離

　

酸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

○
・
六

八

〃

　

 
ア

ム

モ

ニ

ヤ

洗
濮
裝
置
を

出
で

た
る

瓦
斯
は

約
七

〇
度
位
の

濃
度
を
有
す
る

者
な
る

が

次
に

用

水
冷
却
装
置
に

入
り
四

〇

度
位
に

冷
却
せ

ら
れ
用
水
は

之
に

反
し
て

五

〇
度
位
に

加
熟
せ

ら
る

」

も
の

な
る

が
之

は

汽
罐
用
水
と

し

て

使
用
す

　

斯
く
の

如
く

し
て

済
淨
冷
却
せ

ら
れ
た

る

瓦

斯
は

次
に

之
を
亜

鉛
蒸
餾
窯
と

汽
罐
加

熟
用
と

し
て

使
用
す

　

本
工

場
に

於
け
る

職
工

は

發
生
爐
「

基
に

對
し

男
工
一

人
六

基

の

荻
掃
除
に

男
工

二

人
を
要
す
と
稱
し

居
れ
り

叉

同
所
に

於
け
る

友
中

の

炭
素
含
有
量
は

約
一

〇

ー
一

〇
。
五

％

位
な
り

き

而
し

て

余
の

覗
察
し

た
る

當
時
に

於

け
る

各
種、
物
質
の

製
産
割
合
は
左
の

如
し

（

石

炭
冖

噸
に

對
し
）

甑

婆

瀛

　

　
。

、

四

。

。。
⊥

嫉
ロ

m

質
不

明
．

　
一

硫

　
安

　

　

　

。

。

⊥

三
瓩

　

而
し

て

是
等
製
晶
の

價
格
は

左
の

姐
し

　

　
低

湘門
タ

ー

ル

（

【

噸
）

　

　

　

　

　

　

　

二
・
五

磅

　

　

　
「

　

硫

　

　

安

（

一

噸
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

】
二
・

○
碎四

　

同
工

場
に

於
て

は
目

下
タ

ー

ル

蒸
溜
裝
置
を

璞
設
中
に

し
て

其
目
的
は

低

温
タ

ー

ル

を
分
溜
し

て

輕
油
重
油
ピ
ッ

チ

を

製
し

輕
油
は

之
を
モ

ー

タ

ー、
デ

す

ー

ゼ

ル

機
關
燃
料
と

し
重
油
は

之

を
木

材

防
腐
油
と
し

ピ
ッ

チ

は

之

を
煉
炭
粘
結
劑
と

し
て

市

販
に

供
す
る

と

稱
し
居
れ

り

論
説

及
報

丈

　
　
英

獨
に

於
け

る

鞍
生

爐

を

使

用

す
ろ

低
蹴
タ

ー

ル

囘

收

工

業
の

現
配

　

　
工

學

博
士

　
渠

原
鑑
司

六

八
一
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